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大安
吉日

　
「
あ
れ
は

ナ
ラ
枯
れ
だ

よ
」
初
夏
の

横
須
賀
を
走

行
中
、
山
並

み
の
枯
れ
た
樹
木
が
目
に
。

「
ナ
ラ
枯
れ
」
カ
シ
ノ
ナ
ガ

キ
ク
イ
ム
シ
が
媒
介
す
る

「
ナ
ラ
菌
」
で
広
葉
樹
が
集

団
的
に
枯
死
。
被
害
は
全
国

的
で
、
気
象
の
影
響
だ
け
で

な
く
、
薪
や
炭
な
ど
燃
料
目

的
の
植
林
が
時
代
の
流
れ
で

放
置
さ
れ
、
カ
シ
ナ
ガ
が
繁

殖
し
た
こ
と
も
一
因
に
▼

「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
海
外

の
木
材
需
要
が
ひ
っ
迫
し
、

国
内
の
木
材
価
格
が
４
倍
に

高
騰
。
国
産
材
が
安
定
的
に

流
通
し
て
い
れ
ば
こ
ん
な
こ

と
に
は
…
。
50
年
代
は
94
・

５
％
だ
っ
た
木
材
の
自
給
率

は
、
輸
入
自
由
化
で
２
０
０

０
年
代
に
は
18
・
８
％
ま
で

低
下
。
現
在
も
30
％
程
度
▼

大
量
で
安
価
な
輸
入
材
に
国

産
材
が
勝
つ
た
め
に
は
、
長

期
的
・
多
角
的
な
国
の
保
護

が
必
要
。
山
林
の
維
持
管
理

は
防
災
対
策
に
も
な
り
、
雇

用
も
創
生
し
ま
す
。
国
産
材

の
利
用
は
、
輸
入
元
生
産
国

の
環
境
破
壊
を
止
め
、
国
土

を
緑
化
し
、
国
連
の
定
め
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
に
も
叶
い
ま
す
。

「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
▼

食
料
や
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
も

同
様
。
不
安
定
な
国
外
情
勢

を
想
定
し
、自
給
率
を
高
め
、

国
内
生
産
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
自
国
民
を
守
れ
ま
せ
ん
。

行
き
着
く
と
こ
ろ
は
政
治
力

で
す
。【
横
浜
鶴
見
支
部

　

田
中
富
夫
】

新型コロナ対策での新型コロナ対策での
生活と営業の相談は生活と営業の相談は
神奈川土建の各支部へ神奈川土建の各支部へ

見
せ
た
、
建
設
労
働
組
合
の
底
力

葉
山
町
防
災
協
定
締
結

６月16日建設アスベスト訴訟の全面解決めざす総決起集会　決意を語る原告大園さんと西村弁護団長

締結文書を手に。菅原委員長（左）山梨町長（中央）梶川組合長（右）

町長室で調印

　

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
の
勝
利
判
決
と
通
常

国
会
で
の
救
済
法
の
成

立
を
受
け
、
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
全
国
連
絡

会
は
６
月
16
日
、
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
全
面

解
決
を
求
め
る
総
決
起

集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
集
会
に
は
原
告
お

よ
び
弁
護
団
、
支
援
を

す
る
建
設
労
働
組
合
の

仲
間
な
ど
８
０
０
人
が

駆
け
付
け
、「
違
法
期

間
外
、
屋
外
工
と
さ
れ

た
被
害
者
の
救
済
」
と

「
建
材
企
業
の
謝
罪
と

賠
償
、
補
償
基
金
へ
の

拠
出
」
を
追
求
す
る
方

針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
原
告
団
を
代

表
し
て
発
言
を
し
た
遺

　

６
月
10
日
、
葉

山
町
長
室
で
、
三

浦
郡
葉
山
町
、
神

奈
川
土
建
鎌
倉
逗

子
葉
山
支
部
、
逗

子
葉
山
建
設
組
合

の
三
者
が
、
災
害

時
の
防
災
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

地
震
、
風
水
害
が

発
生
し
た
と
き
の

被
害
の
拡
大
防

止
、
応
急
復
旧
の

対
応
と
、
災
害
時

に
備
え
た
訓
練
な

族
原
告
の
大
園
さ
ん
は
『
被

害
者
の
悲
痛
な
思
い
に
背
を

向
け
る
Ａ
＆
Ａ
マ
テ
リ
ア
ル

社
の
姿
勢
は
許
せ
な
い
』
と

地
元
建
材
企
業
の
不
誠
実
な

対
応
を
断
罪
し
、
企
業
の
社

原
告
の
訴
え
に

心
を
動
か
さ
れ
た

　
【
鎌
倉
逗
子
葉
山
支
部
千

葉
弘
さ
ん
】
原
告
の
決
意
表

明
に
、
な
ん
だ
か
心
を
揺
さ

ぶ
ら
れ
ま
し
た
ね
。
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
集
会
に
参

加
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て

で
す
。

　

実
は
私
の
父
は
大
工
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
55
歳
の

若
さ
で
中
皮
腫
で
亡
く
な
っ

て
い
る
の
で
す
。「
な
ん
で

こ
ん
な
事
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
ん
だ
ろ
う
」
と
悔
し
そ
う

に
病
床
で
つ
ぶ
や
い
た
姿
が

忘
れ
ら
れ
な
い
ん
で
す
よ
。

　

あ
ま
り
、
父
の
こ
と
は
口

に
し
て
こ
な
か
っ
た
ん
で
す

が
、
も
う
私
も
当
時
の
父
と

同
じ
位
の
年
令
に
な
り
、
遺

族
原
告
の
方
の
姿
が
母
や
私

自
身
に
重
な
っ
て
見
え
ま
し

会
的
責
任
を
果
た
す
と
共
に

救
済
基
金
へ
の
拠
出
を
求
め

ま
し
た
。

　

６
月
、
未
提
訴
者
も
含
め

国
の
賠
償
を
給
付
す
る
法
が

23
日
間
と
い
う
異
例
の
速
さ

で
成
立
し
ま
し
た

【
関
連
２
面
記

事
】。
建
材
企
業

に
も
賠
償
責
任
を

果
た
さ
せ
私
た
ち

が
求
め
る
基
金
へ

と
発
展
さ
せ
、
被

害
者
全
員
へ
の
補

償
を
勝
ち
取
り
ま

し
ょ
う
。

た
。
そ
ん
な
原
告

の
み
な
さ
ん
が
、

「
こ
の
次
の
世
代

に
同
じ
思
い
を
さ

せ
た
く
な
い
」
と

口
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
感
動
し
ま

し
た
。

組
合
の
力

自
分
も
伝
え
た
い

　

父
は
当
時
、
東
京
土
建
の

方
が
丁
寧
に
聞
き
取
り
を

行
っ
て
労
災
が
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
思
え
ば
組
合
の
力

だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
支
部
労
働
対
策
部
長

に
な
っ
た
の
で
、
建
材
メ
ー

カ
ー
も
含
め
た
基
金
制
度
を

つ
く
り
、
被
害
者
全
員
救
済

に
向
け
て
、
み
ん
な
に
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
で
す
。

参加者はプラカードでアピール

千葉弘さん

ど
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

葉
山
町
と
の
締
結
で
神
奈
川

土
建
と
し
て
は
12
自
治
体
、

全
建
総
連
や
神
奈
川
県
建
設

労
働
組
合
連
合
会
加
盟
団
体

を
合
わ
せ
る
と
神
奈
川
県
を

合
わ
せ
て
15
の
自
治
体
と
締

結
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
組
合

大
き
な
力
に
期
待

　

山
梨
町
長
は
締
結
に
際
し

て
、「
こ
れ
ま
で
、
予
想
を

超
え
る
規
模
の
災
害
が
日
本

各
地
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
台
風
被
害
の
大
型
化

も
危
惧
し
て
い
ま
す
。　

　

地
域
に
根
差
し
仕
事
を
し

て
い
る
建
設
労
働
組
合
と
の

協
定
は
、
市
民
と
個
々
の
つ

な
が
り
も
あ
り
、
災
害
時
に

大
き
な
力
を
発
揮
し
て
も
ら

え
る
。
本
当
に
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
」
と
、
歓
迎
の
意

を
表
し
ま
し
た
。

　

組
合
側
か
ら
、
協
定
の
有

効
期
間
に
つ
い
て
「
自
然
延

長
」
で
は
な
く
毎
年
見
直
す

場
を
提
案
。
鎌
倉
逗
子
葉
山

支
部
・
菅
原
智
和
執
行
委
員

長
か
ら
、「
被
害
発
生
直
後

の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
掛
け
や
住

宅
の
応
急
修
理
な
ど
組
織
内

で
ど
う
や
る
の
か
を
話
し
合

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
町
と

組
合
が
つ
な
が
り
を
強
く

し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

で
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
、
共
に
地
域
を
守
っ
て
い

き
た
い
」
と
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
は
町
の
要
請
す

る
支
援
活
動
、
❶
応
急
復
旧

活
動
の
組
合
員
派
遣
と
技
術

の
提
供
、
❷
組
合
員
の
所
有

す
る
車
両
・
工
具
・
機
材
の

提
供
が
主
な
協
力
事
項
と
な

り
、
係
る
経
費
、
法
令
に
定

め
ら
れ
た
も
の
は
町
が
公
的

補
助
と
し
て
負
担
し
ま
す
。

災害時防災協定 締結自治体一覧
№ 行政区 締結日 ▶ 神奈川土建◎県連加盟単組

# 神奈川県・横浜・川崎・
相模原市 （一社）全国木造建設事業協会〔全建総連・JBN〕 

1 三 浦 市 1994/4/1 ◎三浦建設組合
2 厚 木 市 2004/6/15 ◎厚木建築職組合
3 茅ヶ崎市 2011/3/16 ▶ 茅ケ崎寒川支部

4 海老名市 2012/6/20 ▶ 座間海老名支部◎海老名市建築職組合（2014/3/27）
5 伊勢原市 2013/10/7 ▶ 平塚支部　　◎湘央建設組合
6 平 塚 市 2015/8/21 ▶ 平塚支部　　◎湘央建設組合
7 綾 瀬 市 2017/2/14 ▶ 湘南支部　　◎綾瀬建設総合組合
8 座 間 市 2017/3/15 ▶ 座間海老名支部　　◎高相建設業組合

9 相模原市 2017/5/2 ▶ 相模原支部　
◎相模中央・相模大野・相模原総建・津久井建業

10 寒 川 町 2017/12/13 ▶ 茅ケ崎寒川支部
11 秦 野 市 2019/10/24 ▶ 平塚支部　　◎湘央建設組合
12 藤 沢 市 2020/7/22 ▶ 湘南支部　　◎湘南建設組合
13 逗 子 市 2021/3/26 ▶ 鎌倉逗子葉山支部　　◎逗子葉山建設組合
14 葉 山 町 2021/6/9 ▶ 鎌倉逗子葉山支部　　◎逗子葉山建設組合
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建設石綿給付金法の概要

特定石綿被害建設業務労働者等に対する給付金等の支給に
関する法律（6/16 公布）

趣  旨 建設石綿被害に対する国からの損害賠償
（労災保険や石綿救済法とは関係ない）

対  象

労働者だけでなく、一人親方や中小事業主も含む
石綿の吹付け作業に関わる業務

1972年 10月 1日～ 1975年 9月 30日
屋内作業場での石綿に係る業務

1975年 10月 1日～ 2004年 9月 30日

請  求 本人、遺族（配偶者、子、父母、孫、
祖父母又は兄弟姉妹：2親等ではない）

給付金
の内容

１．石綿肺管理 2で合併症なし 550万円
２．石綿肺管理 2で合併症あり 700万円
３．石綿肺管理 3で合併症なし 800万円
４．石綿肺管理 3で合併症あり 950万円
５． 中皮腫・肺がん・著しい呼吸機
能障害を伴うびまん性胸膜肥厚、
石綿肺管理 4、良性石綿胸水

1,150 万円

６． 1 及び 3で死亡（石綿関連疾患
での死亡） 1,200 万円

７． 2、４、５で死亡（石綿関連疾患
での死亡） 1,300 万円

※　症状の進展によって、石綿関連疾患で亡くなった
　場合には申請により差額が支払われる

今後の課題

□　建材メーカーの損害賠償・拠出
□　 1975 年以前（吹付け作業 1972 年以前）、2004 年（吹付け
作業 1975年）より後の石綿にかかわる建設作業による被害者
への補償・2004年以降の解体・改修作業での被害者への補償

□　主に屋外での石綿に係る建設作業での被害者への補償
□　 石綿被害を発生させないための対策、経済的な救済だけでなく、
命の救済に向けた研究治療法の開発・治療体制の確保の推

未
提
訴
被
害
者
に
も
救
済
の
道

課
題
は
企
業
責
任
と
屋
外
作
業
者
・
解
体
改
修
作
業
者

学
び
考
え
行
動
す
る

女
性
た
ち
の
連
帯
を
確
認

主
婦
の
会　

第
48
回
定
期
大
会

　

主
婦
の
会
は
、
６
月
19
日

（
土
）
建
設
プ
ラ
ザ
で
第
48

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

　

青
年
部
第
48
回
定
期
大
会

を
６
月
20
日
（
日
）
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
規
模
を
縮
小
し
た

も
の
の
、
代
議
員
41
人
、
特

別
代
議
員
８
人
、
本
部
か
ら

の
来
賓
２
人
の
計
52
人
が
本

部
会
場
に
集
ま
り
開
催
し
ま

し
た
。

　

昨
年
は
「
集
ま
る
こ
と
」

「
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
」

を
運
動
の
核
に
し
た
青
年
部

に
と
っ
て
、
コ
ロ
ナ
過
で
致

命
的
な
困
難
に
直
面
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
改
め
て
ど
う

仲
間
の
結
集
を
図
る
か
を
考

え
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ル
得
援
助
金
の
制
度
の

さ
ら
な
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
、

昨
年
度
に
延
期
を
決
定
し
た

Ｄ
Ｙ
Ｃ
大
運
動
会
、
ト
リ
プ

ル
３
、
組
織
活
動
者
会
議
の

万
全
を
期
し
た
状
態
で
の
開

　

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
給
付
金

法
が
６
月
８
日
参
議
院
本
会

議
全
会
一
致
で
可
決
成
立
。

６
月
16
日
に
交
付
さ
れ
、
そ

の
１
年
以
内
に
施
行
さ
れ
ま

す
。

　

法
案
の
特
徴
は
、
こ
の
給

付
金
が
国
の
損
害
賠
償
と
し

て
支
払
わ
れ
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
な
に
よ
り
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
原
告
に
加
わ

れ
な
か
っ
た
方
も
、
こ
れ
ま

で
の
13
年
に
わ
た
る
訴
訟
の

成
果
で
あ
る
一
人
親
方
や
中

小
事
業
主
も
含
め
て
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
国
の
責
任

割
合
を
２
分
の
１
に
引
き
上

げ
た
金
額
で
給
付
さ
れ
ま
す
。

全
被
害
者
の

　
　

救
済
実
現
を

　

条
文
上
給
付
の
対
象
者

は
、
１
９
７
５
年
か
ら
２
０

０
６
年
（
吹
付
け
作
業
は
１

９
７
２
年
か
ら
１
９
７
５

年
）
の
期
間
に
、
吹
付
け
作

業
ま
た
は
屋
内
で
石
綿
に
さ

ら
さ
れ
る
建
設
業
務
を
し
て

い
た
方
と
し
て
い
ま
す
。
石

綿
建
材
メ
ー
カ
ー
の
責
任
に

つ
い
て
は
、
直
接
は
触
れ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

た
。
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ

せ
た
85
人
の
代
議
員
は
開
催

前
か
ら
大
に
ぎ
わ
い
。
組
合

か
ら
お
二
人
の
来
賓
を
迎
え

ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
よ
り
通
常
の
大
会
よ
り

も
半
数
の
代
議
員
と
し
、
規

模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、そ
の
中
で
も
、

各
支
部
工
夫
を
し
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。
南
横
浜
支

部
は
新
加
入
歓
迎
を
兼
ね
て

行
っ
た
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ

ル
フ
ラ
ワ
ー
講
習
会
や
食
糧

支
援
活
動
に
参
加
し
た
横
浜

中
央
支
部
か
ら
写
真
な
ど
も

交
え
た
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
座
間
海
老
名
支

部
と
横
浜
中
央
支
部
が
雑
貨

物
品
販
売
を
す
る
な
ど
、「
み

ん
な
で
作
り
上
げ
る
大
会
」

に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、

学
び
考
え
行
動
す
る
。
選
挙

も
非
常
に
大
事
。
新
た
な
１

年
を
女
性
の
連
帯
で
組
合
を

支
え
前
進
し
ま
す
。

発表する南横浜支部

2,000人青年部早期回復を　ガンバロー！

決意を語る
菅野青年部長

集まる・楽しむ
今年こそ

一人ひとりが主人公  力を合わせて

広島・長崎に
つなげる
核廃絶への思い

コロナ禍もできることで
平和をアピール

功刀主婦の会
会長

　

こ
の
２
つ
の
点
に
つ
い
て

附
則
に
「
検
討
」
と
す
る
条

文
が
あ
り
、国
以
外
の
者（
建

材
メ
ー
カ
ー
な
ど
）
に
対
す

る
損
害
賠
償
と
そ
の
他
（
期

間
が
１
９
７
５
年
よ
り
前
、

あ
る
い
は
２
０
０
６
年
よ
り

後
の
場
合
や
主
な
作
業
が
屋

外
の
場
合
な
ど
）
の
建
設
被

害
者
に
対
す
る
補
償
を
検
討

し
、「
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
措
置
を
講
ず
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
建
材
メ
ー
カ
ー
に

も
責
任
を
負
わ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
し
、
屋
外
で
主
な

作
業
を
す
る
被
害
者
に
も
き

ち
ん
と
賠
償
さ
せ
る
責
任
が

あ
り
ま
す
。
国
と
建
材
メ
ー

カ
ー
と
も
に
す
べ
て
の
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
者
へ
早
期
の
賠

償
を
実
現
す
る
施
策
を
「
検

討
」さ
せ
実
現
す
る
た
め
に
、

さ
ら
な
る
運
動
が
必
要
で
す
。

青年部　第48回定期大会

建設アスベスト建設アスベスト
給付金法　　　給付金法　　　成立

催
、
２
０
０
０
人
青
年
部
の

人
員
早
期
回
復
を
目
指
す
、

自
分
た
ち
に
係
る
全
て
の
選

挙
に
行
こ
う
と
、
新
年
度
の

運
動
方
針
・
予
算
・
役
員
等

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
、
若
い
職
人
が
減
っ
て

い
る
と
同
時
に
、
若
い
役
員

さ
ん
も
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
若
い
青
年
部
の
仲
間
に

イ
ベ
ン
ト
や
会
議
等
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
後
継
者
を
育

て
る
場
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

力
を
入
れ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
我
々
一
人
一
人
が

主
役
で
す
。
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
、
自
分
た
ち
が
楽

し
み
な
が
ら
今
年
一
年
頑

張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

※一部を写真でご紹介します

横浜・大曾根第2公園で集会

湘南・辻堂駅　全体で50人支部から9人
川崎・パレード

横浜鶴見・ピースリレー

座間海老名・座間市役所で市長も挨拶
相模原・相模原駅のスタ
ンディングに参加

相模原・相模原市長と懇談
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2021年の神奈川県内市町村・国政選挙
選挙 任期満了 告示日 選挙期日
横浜市長 ８月29日 ８月８日 ８月22日
松田町長 ９月22日 ８月31日 ９月５日

箱根町議会議員 ９月29日 ９月７日 ９月12日
真鶴町議会議員 ９月29日 ９月21日 ９月26日
鎌倉市長 10月31日 10月10日 10月17日
川崎市長 11月18日 10月10日 10月24日
衆議院議員 10月21日

コ
ロ
ナ
禍
、
収
入
減

　
　

年
金
少
な
い
、
住
む
家
も
な
い

み
ん
な
の
な
ん
で
も
相
談
会

参
加
者
の
声

厚木支部

　

６
月
８
日
（
日
）
神
奈
川

土
建
厚
木
支
部
は
地
域
の
団

体
と
協
力
し
、「
み
ん
な
の

な
ん
で
も
相
談
会
」
を
開
催

　

６
月
10
日
、
神
奈
川
土
建

の
第
24
期
労
働
学
校
（
全
４

回
…
６
／
10
、29
、７
／
５
、

29
）
が
開
校
し
ま
し
た
。
今

年
は
岡
山
県
労
働
者
学
習
協

会
の
長
久
啓
太
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
全
４
回
の
講
座

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
岡
山
と
建
設
プ
ラ
ザ
、
そ

し
て
各
支
部
を
つ
な
い
で
講

義
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
サ

ブ
テ
キ
ス
ト
は
講
師
長
久
さ

ん
の
著
書
『
労
働
組
合
た
ん

け
ん
隊
』。
受
講
者
に
は
も

れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

第
１
回
は
「
私
が
も
っ
て

　

わ
た
し
た
ち
の
声
を
自
治

体
に
直
接
反
映
さ
せ
る
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
。

　

今
年
は
衆
議
院
議
員
選
挙

の
任
期
満
了
を
10
月
に
控

え
、
９
月
に
も
解
散
総
選
挙

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の

噂
も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、

神
奈
川
県
内
で
は
横
浜
市
、

川
崎
市
を
は
じ
め
、
自
治
体

首
長
選
挙
も
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
と
私
た
ち
の
営
業
、
暮
ら

し
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て

い
ま
す
。
国
政
レ
ベ
ル
で
は

秋
に
控
え
る
衆
議
院
選
挙

で
、
社
会
保
障
の
充
実
、
中

小
企
業
の
営
業
支
援
な
ど
、

政
治
の
転
換
が
望
ま
れ
ま

体
の
首
長
選
挙
が
行
わ
れ
る

際
、
組
合
員
の
利
益
の
た
め

の
政
策
実
現
を
目
指
し
た
政

策
協
定
を
候
補
者
と
締
結
で

き
た
場
合
に
は
、
組
織
的
に

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の

市
長
を横須

賀
三
浦
支
部

　

６
月
27
日
投
開
票
の
横
須

賀
市
長
選
挙
に
立
候
補
し
た

岸
ま
き
子
さ
ん
と
神
奈
川
土

建
は
政
策
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
横
須
賀
三
浦
支
部
も

参
加
す
る
「
横
須
賀
市
民
の

市
長
を
つ
く
る
会
」
の
岸
ま

き
子
さ
ん
は
、
公
共
工
事
な

ど
で
賃
金
の
下
限
を
定
め
る

先
見
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
声

を
政
治
に

　

政
策
協
定
締
結
と
支
援
行

動
は
、
わ
た
し
た
ち
が
求
め

る
政
策
を
多
く
の
市
民
へ
広

め
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て

伝
え
る
役
割
も
。

　

組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
、

「
選
挙
に
行
こ
う
！
」「
わ
た

し
た
ち
の
声
を
政
治
に
反
映

さ
せ
よ
う
！
」
と
呼
び
か
け

ま
す
。

公
契
約
条
例
や
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
制
度
、
建
設

国
保
育
成
な
ど
、
７
つ

の
政
策
実
現
を
約
束

し
、
６
月
１
日
の
中
央

執
行
委
員
会
で
、「
協

定
書
」
に
調
印
し
ま
し

た
。

　

６
月
13
日
神
奈
川
土

建
全
体
で
１
１
０
名
の

仲
間
が
参
加
。
23
台
の

宣
伝
カ
ー
を
動
か
し
て

す
。
自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
、

独
自
の
施
策
に
よ
っ
て
、
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
緊

急
事
態
で
も
、
充
実
し
た
補

償
や
社
会
保
障
の
拡
充
を
は

か
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

神
奈
川
土
建
と
し
て
は
、

組
合
員
の
思
想
信
条
の
自
由

に
配
慮
し
た
上
で
、
各
自
治

　
「『
労
働
力
』
自
分
の
仕

事
の
や
り
方
、
生
活
を
含

む
時
間
の
組
み
立
て
方
を

確
認
し
、
見
つ
め
直
す
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
仕
事

や
組
合
、
そ
し
て
生
活
を

手
を
取
り
合
い
、
長
く
仕

事
を
楽
し
く
生
活
で
き
る

（
社
会
を
）
子
ど
も
世
代
に

残
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。」

　
「
前
半
は
以
前
に
も
学
ん

だ
内
容
で
し
た
が
、
途
中

か
ら
自
然
科
学
が
入
っ
て
い

て
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。」

し
ま
し
た
。

今
回
で
第
２

回
を
数
え
、

当
日
の
参
加

者
は
合
計
56

人
（
神
奈
川

土
建
11
人
）、

社
労
士
や
弁

護
士
の
方
も

相
談
活
動
に

参
加
。
地
元

シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

や
厚
木
駅
、

会
場
近
く
で

街
頭
宣
伝
、

配
。
悩
み
が
あ
り
す
ぎ
て
不

安
（
17
才
）」
な
ど
、
仕
事

や
生
活
に
大
き
な
不
安
や
問

題
を
抱
え
て
い
る
方
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
ま

す
。
生
活
保
護
や
各
種
支
援

金
、
行
政
や
金
融
機
関
の
相

談
窓
口
に
つ
い
て
案
内
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

不
安
を
抱
え
る
住
民
の
声

に
応
え
、
地
域
に
寄
り
添
い

社
会
を
変
え
て
い
く
存
在

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
オ
ー
ガ

ナ
イ
ジ
ン
グ
）
と
し
て
の
労

働
組
合
。
次
回
は
９
月
頃
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

働くこと、暮らすこと
見直す機会に

食料支援。生活相談も併設

全
県
上
げ
て
宣
伝
行
動
。

ガ
ン
バ
ル
ぞ
！

作
戦
会
議
中
の
横
須
賀
三

浦
支
部
の
仲
間

さぁ、来月
は

原水爆大会

▲受講者にはも
れなくサブテキ
スト 「労働組合
たんけん隊」を
プレゼント！

講師：長久啓太さん

第１講座の様子
はＱＲコードで
動画をチェック！

この国の主人公はわたしたち。わたしたちの代表者を政治の舞台へ

会
場
周
辺
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

な
ど
で
呼
び
か
け
た
結
果
、

約
50
人
の
方
が
雨
模
様
の
会

場
に
足
を
運
び
、
12
件
の
生

活
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、「
市

役
所
は
高
齢
者
に
対
し
て
態

度
が
悪
い
。
物
資
支
援
者
に

お
礼
も
言
わ
な
い
。
高
齢
者

の
一
人
暮
ら
し
、
孤
独
死
に

つ
い
て
も
心
配（
70
代
）」「
コ

ロ
ナ
で
収
入
が
減
少
し
、
生

活
が
苦
し
い
。
立
ち
直
れ
る

制
度
を
作
っ
て
欲
し
い
（
20

代
）」「
大
学
に
進
学
し
た
い

が
、
就
学
中
に
父
が
定
年
退

職
に
な
る
の
で
学
費
が
心

い
る
も
の
、
も
っ
て
い
な
い

も
の
〜
労
働
者
と
は
」　

　

２
５
０
人
を
超
え
る
受
講

者
が
あ
り
、
見
逃
し
た
方
も

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
後
日

視
聴
で
き
ま
す
。

第24期労働学校　開講（全４回）

平塚・平塚浅間緑地を行進南横浜・洋光台でスタンディング

横須賀三浦・11人でスタンディング

鎌倉逗子葉山・鶴岡八幡宮で

茅ヶ崎寒川・茅ヶ崎市ショッ
ピングセンター前宣伝

茅ヶ崎寒川・
寒川町内を行進

西相・小田原駅でスタンディング

西相・湯河原駅で
静岡へバトンタッチ

座間海老名・海老名座間海老名・海老名
市役所前で集会市役所前で集会平塚・秦野市長も挨拶
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※ノートPC持参
締め切り：９月17日（金）　※最小開催定員５人

神奈川建設労連の講習
　※支部を通じ神奈川県連に申込みして下さい
●木材加工用機械作業主任者
９月15日（水）16日（木）　受講料10,000円

　 ※会場：川崎中央支部事務所

●木造建築物の組立て等作業主任者技能講習
10月16日（土）～17日（日）　受講料10,000円

　 ※会場：川崎中央支部事務所

●石綿作業主任者技能講習　
10月31日（日）～11月１日（月）　受講料10,000円
●フルハーネス型安全帯（墜落制止用器具）使用作業特別教育
９月22日（水）　受講料8,000円　
●自由研削砥石取替え業務特別教育
10月５日（火）　受講料8,000円
●玉掛け技能講習
９月７日（火）８日（水）12日（日）
受講料28,000円（資格保持者24,000円）
● 小型移動式クレーン運転技能講習
10月６日（水）７（木）８（金）受講料：52,000円（資格保
持者48,000円）　

●有機溶剤作業主任者技能講習
（受講料：14,000円、休憩を除く13時間講習）
10月２日（土）～３日（日）　会場：西相支部
11月28日（日）～29日（月）　会場：横須賀三浦支部
●足場の組み立て等作業主任者技能講習
（受講料：10,000円、休憩を除く14時間講習）
10月17日（日）～18日（月）　会場：建設プラザかながわ
● 職長・安全衛生責任者教育－リスクアセスメント含む－
（受講料16,000円、休憩を除く14時間講習）
11月６日（土）～７日（日）　会場：相模原支部
●低圧電気取扱業務特別教育
（受講料：8,000円、休憩を除く８時間講習）
８月29日（日）　会場：建設プラザかながわ
●ロープ高所作業特別教育
（受講料：8,000円、休憩を除く７時間講習）
８月29日（日）　会場：建設プラザかながわ
●職長能力向上教育
（受講料：8,000円、休憩を除く６時間講習）
９月26日（日）　会場：建設プラザかながわ
●JW-CAD教室　基礎・応用講座
（受講料40,000円、休憩を除く18時間講習）
10月５日（火）19：00～（全９日間18時間）

神奈川土建の指定講習

申込み、問合せは所属支部事務所へ
☆写真２枚（縦３㎝×横2.4㎝）必要
☆公的機関の発行した身分証明書で氏名・住所・生年月日の
確認をします

☆日程変更や中止になる場合もありますのでご注意ください
☆掲載した講習は、すべて青年部マル得援助金の対象です
☆無断欠席、当日のキャンセルによる受講料の返還には応じ
かねます

※作業主任者講習、職長・安責教育、準備講座、JW－CAD
等には雇用保険・一人親方労災保険加入者は保険番号の
記入と加入証のコピーの添付が必要です。

技術センターだより 資格講習会のご案内

その他の提携講習機関　
　 ＨＩ技術教習所　コマツ教習所　ＰＥＯ建機教習センタ
（旧：日立建機教習センタ）　エスアールエス相模教習
センター　日建学院　総合資格学院　技術技能講習セ
ンター（Ｎｅｗ！）　等、詳細は各支部窓口にお問い合わ
せください。
青年部マル得援助金のお知らせ
　 青年部加入者の「マル得援助」の対象に「マル得資
格取得祝金」に対応する国家資格等の受験料も加わり
ました。受験料の払込証または領収書を添付して申請
を行ってください。
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業
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。

　

そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
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身
が
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し
て
資
格

を
持
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、
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も
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を
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し
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働
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て
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。
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。
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け
て
い
く
事
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

　

青
年
部
の
マ
ル
得
援
助
金

は
、
補
助
金
額
が
大
き
い
の

で
資
格
取
得
に
活
か
し
た
い

で
す
。

　

他
に
は
家
族
へ
の
保
障
や

建
設
業
界
の
コ
ロ
ナ
対
策
、

建
設
国
保
料
減
免
制
度
の
復

活
も
組
合
の
力
で
実
現
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
も
出
来
る
限
り
、
力

を
尽
く
す
つ
も
り
で
す
。

青
年
部
の
活
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め
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し
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中

　

今
は
青
年
部
長
と
し
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
参
加
者
が
少
な
く
青
年

部
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し

て
日
々
模
索
中
で
す
。

　

最
近
、
ゴ
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フ
を
始
め
た

の
で
今
後
は
青
年
部
の
仲
間
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コ
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を
回
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も
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す
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熱
中
症
は
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因

で
す
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な
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と
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ら
出
な
く
な
り

ま
す
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う
な
る
前
に
兆
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し
熱
中
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予
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て
い
き
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し
ょ
う
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ず
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憩
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を
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に
し
ま
し
ょ
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体
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が
上
が
り
始
め

て
い
た
ら
要
注
意
で
す
。

さ
ら
に
脱
水
が
進
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と
、

胃
腸
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障
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と
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て
吐
き

気
や
胃
痛
や
下
痢
、
け
い

れ
ん
や
筋
肉
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が
起
り
ま

す
。
さ
ら
に
重
症
化
す
る

と
臓
器
の
障
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と
と
も
に

拠
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、
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を
か
い
て
い
る
時
に
水
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が
足
り
な
い
と
、
脱
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い
わ
ゆ
る
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中
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が
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り

ま
す
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上
手
に
水
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と
塩

分
を
補
給
し
な
が
ら
汗
を

か
き
つ
つ
熱
中
症
か
ら
身

を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

全
身
の
細
胞
は
、
体
温

42
℃
以
上
の
状
態
が
続
く

と
障
害
が
起
こ
り
、
命
の

危
険
を
伴
い
ま
す
が
、
実

は
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に

調
節
し
て
い
る
の
が
汗
で

す
。
暑
い
時
に
汗
を
か
く

と
い
う
の
は
正
常
に
体
温

調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
証

血
管
内
で
血
液
が
固
ま
る

な
ど
の
異
常
が
起
り
、
意

識
も
な
く
な
り
命
の
危
険

が
起
り
ま
す
。

体
重
を
減
ら
さ
な
い

　

ま
た
、
汗
を
か
く
時
は

水
分
だ
け
で
な
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
消
耗
し
て
い
ま

す
。
食
事
は
三
食
し
っ
か

り
食
べ
ま
し
ょ
う
。
夏
場

は
体
重
を
減
ら
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
脱
水
状
態

の
チ
ェ
ッ
ク
に
も
体
重
測

定
が
大
事
で
す
。
朝
に
比

べ
夜
の
体
重
が
減
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
ら
要
注
意
で

す
。
朝
晩
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

今月の
テーマ

汗
を
か
き
な
が
ら

熱
中
症
を
予
防
し
よ
う

市
川
可
奈
子
保
健
師
の

健
康
の

健
康
の

ス

メ
ス

　建退共は建設従事者のための退
職金制度であり、神奈川土建は福
利厚生と将来の退職金確保のた
め、加入促進をすすめています。
　2021年10月より、制度改定とな
り、１日券の証紙が310円から320
円へ、運用利回りが3.0％から1.3％
になります。大手ゼネコンでは多
くの企業で民間工事・公共工事問
わずに貼付しています。手帳を持
ち、元請に証紙を請求していきま
しょう。

2021年
10月から 建退共制度改定

【お詫びと訂正】
　６月５日発行の第615号２面第１分科
会議長大日向直さんの所属支部が「川崎」
支部となっていましたが、正しくは「湘
南」支部です。大変失礼いたしました。
訂正させていただき、お詫び申し上げま
す。


